
別記様式第８号（第５条関係）

抽 出 案 件 説 明 書（随意契約）

入札執行課： 事業部 建設課

工事担当課： 事業部 建設課

整理番号 33

工事等名 令和３年度 みずき橋耐震補強・修繕工事

工事等概要

みずき橋の耐震性を確保し、落橋等による甚大な被害を未然に防止するため、

また、予防保全的な維持修繕工事を実施することで長寿命化を図るために行

うもの。

耐震補強工事

落橋防止装置設置 ２１基

維持修繕工事

支承取替 ２基

随意契約とした理由

【随意契約理由】

令和 3年 7月 12 日付け入札公告では、入札参加申請者がいなかったため不

調、2回目となる令和 3年 7月 30 日付け入札公告では、入札参加資格要件を

一部緩和したが、1回目と同理由にて不調となった。

みずき橋は、京奈和自動車道路（緊急輸送道路）にかかる橋梁であり、落下

物等が走行車両等第三者への甚大な被害につながる恐れがあるため、工事の安全

面において厳しい基準が適用されることから、これ以上の入札参加資格要件の緩

和は、工事の安全性担保及び成果の水準に満たない可能性がある。また、大規模

災害発生時の落橋などによる道路寸断の防止と安全確保のため、早急に対応する

必要があることから、みずき橋と近接し、京奈和自動車道にかかるタブの木橋に

おいて本工事と類似する耐震補強工事を施工中の業者に対して、随意契約を行っ

た。

【根拠法令】

・地方自治法施行令第 167 条の 2第 1項第 8号

（・精華町契約規則第 9条の 4）

契約経過

【随意契約】

見積依頼 令和 3年 8月 13 日 依頼者数 1者

見積徴取 令和 3年 8月 27 日 見積者 1者

予定価格 円（税込）【非公表】

最低制限価格 設定なし

【業者選定理由】

橋梁の耐震補強工事については、他の地方自治体等でも多く発注されてい

おり、近年需要が増加している分野である。本工事は、橋梁の耐震補強工事

案件⑥
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の中でも、小規模施工に分類され、施工方法が吊り足場に限定され作業効率

が見込めないことなどから、受注者側にとって採算を取りづらい案件である。

そのような事情を勘案し、近接したタブの木橋で類似工事を施工している業

者であれば、必要資材等も円滑に調達できることに加え、ネクスコ西日本等

の関係各所への調整等も迅速且つ効率的に行えることから、業者を選定した

もの。

契約業者名 （株）第一土木 代表取締役社長 中川 将人

契約金額 31,240,000 円（税込） 落札率 %




